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   議事日程第５号        第２回定例会 

   平成３０年６月１４日（木）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 諸般の報告 

      （１）第９４回全国市議会議長会定期総会の報告について 

 〃  ２ 全国市議会議長会感謝状伝達 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ３ 議第３７号 平成３０年度寒河江市一般会計補正予算（第２号） 

 〃  ４ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ５ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ６ 議第３８号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃  ７ 議第３９号 寒河江市都市公園条例の一部改正について 

 〃  ８ 議第４０号 市道路線の認定について 

 〃  ９ 議第４１号 寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結 

            について 

 〃 １０ 議第４２号 寒河江市先端設備等導入促進基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例措 

            置に関する条例の制定について 

 〃 １１ 請願第１号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出に関する請願 

 〃 １２ 請願第２号 政府に対して「森友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対 

            する説明責任を果たすよう求める意見書の提出に関する請願 

 〃 １３ 請願第３号 種子法廃止に伴う万全の対策を求める請願 

 〃 １４ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １５ 質疑・討論・採決 

 

日程第１６ 議会案第３号 核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書の提出について 

 〃 １７ 議会案第４号 「森友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対する説明 

             責任を果たすよう求める意見書の提出について 

 〃 １８ 議会案第５号 種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書の提出について 

 〃 １９ 議案説明 

 〃 ２０ 質疑・討論・採決 

   閉  会 
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   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開   午前９時５５分 

 

○内藤 明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。石山議会運営委員長。 

   〔石山 忠議会運営委員長 登壇〕 

○石山 忠議会運営委員長 おはようございます。 

  本日の会議運営につきましては、６月13日、

委員６名全員出席並びに関係者出席のもと議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので、

その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、諸般の報告、全国市議会議長会

感謝状伝達、議会案第３号核兵器禁止条約の日

本政府の署名と批准を求める意見書の提出につ

いて、議会案第４号「森友学園」、「加計学園」

疑惑の速やかな真相究明と国民に対する説明責

任を果たすよう求める意見書の提出について、

議会案第５号種子法廃止に伴う万全の対策を求

める意見書の提出についての５案件であります。 

  さらに、６月５日に追加議案として上程され

ております議第42号寒河江市先端設備等導入促

進基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例

措置に関する条例の制定についてがございます

ので、議事日程の一部変更が必要となります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○内藤 明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は、議会運営委員長

報告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

諸 般 の 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第１、諸般の報告でありま

す。 

  （１）第94回全国市議会議長会定期総会の報

告については、お示ししております文書によっ

て御了承願います。 

 

全国市議会議長会感謝状伝達 

 

○内藤 明議長 日程第２、全国市議会議長会感

謝状伝達であります。 

  伝達について、事務局長から申しあげます。 

○田宮信明事務局長 それでは、私から申しあげ

ます。 

  去る５月30日、第94回全国市議会議長会定期

総会におきまして、全国市議会議長会評議員と

しての功績に対し、内藤 明議長に感謝状が贈

呈されておりますので、伝達を行います。 

  感謝状の伝達については、柏倉信一副議長よ
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り内藤 明議長に伝達をお願いいたします。 

   〔内藤 明議長 登壇〕 

○柏倉信一副議長 感謝状。寒河江市、内藤 明

殿。 

  あなたは市議会議長会評議員として会の運営

の重責に当たられ、本会の使命達成に尽くされ

た功績はまことに顕著なものがありますので、

第94回定期総会に当たり深甚な感謝の意を表し

ます。 

  平成30年５月30日。全国市議会議長会会長山

田一仁。 

  おめでとうございます。（拍手） 

  〔感謝状伝達〕 

○田宮信明事務局長 以上で、感謝状の伝達を終

わります。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 日程第３、議第37号平成30年度

寒河江市一般会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第４、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。阿部予算特

別委員長。 

   〔阿部 清予算特別委員長 登壇〕 

○阿部 清予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第37

号平成30年度寒河江市一般会計補正予算（第２

号）であります。 

  ６月５日、委員15名全員出席のもと委員会を

開催し、議第37号を議題とし、質疑の後、各分

科会に分担付託し審査することにいたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすべきものと決した旨の報告が

ありました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第37号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第５、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第37号平成30年度寒河江市一般

会計補正予算（第２号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第37号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第６、議第38号寒河
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江市特別職に属する者の給与等に関する条例の

一部改正についてから日程第13、請願第３号種

子法廃止に伴う万全の対策を求める請願までの

８案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第14、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。伊藤総

務産業常任委員長。 

   〔伊藤正彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、６月５日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第38号から請願第

３号までの８案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

40号の審査を行い、次に議第39号、議第38号の

順に審査を行うことを諮り、異議なく了承され、

その後請願第１号から請願第３号までを審査す

ることに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第40号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「塩水３号線で宅地に近いほうの一

部を緑色に塗り、歩道としているが、次回の道

路整備を行う際、同じような形にするとかなり

限定されてしまうが、問題はないのか」との問

いがあり、当局より「歩道が整備されていない

道路の路側帯を緑色に着色するグリーンベルト

は、歩行者の安全を優先するという考えから行

ったもので、次の整備の際には整備を行う業者

と事前相談や十分な打ち合わせ等をしながら指

導していかなければならないと考えています」

との答弁がありました。 

  委員より「側溝の内側に上下水道管を入れる

工法は過去にあったのか」との問いがあり、当

局より「開発行為により行った事例はありませ

ん」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第39号寒河江市都市公園条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第38号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第41号寒河江市公共下水道寒河江市

浄化センターの建設工事に関する協定の締結に

ついてを議題とし、当局の説明を求め、質疑に

入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議第42号寒河江市先端設備等導入促進

基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例措

置に関する条例の制定についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「今回の特例措置とこれまでの低工

法等の優遇措置と重複する部分はあるのか」と

の問いがあり、当局より「低工法、農工法によ

る固定資産税課税免除条例の適用期限は、平成

21年12月31日で終了しておりますが、その内容

を引き継ぐ形で企業立地等の促進に関する固定

資産税課税免除条例が平成22年に制定されまし

た。今回の特例措置も、産業の活性化や雇用の
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創出という目的で、目的は同じですが、対象と

なる業種、設備の要件等に違いがあり、これま

でと違い、規模の小さい企業等の設備投資でも

対象となるため、幅広く税制の優遇措置の適用

が受けられるものとなっています」との答弁が

ありました。 

  委員より「課税免除による減収額は交付税で

措置されるとのことだが、減収額は幾らなの

か」との問いがあり、当局より「特例措置の適

用期間は平成31年度から平成36年度までの６年

間となり、1,800万円程度の減収を見込んでお

りますが、この減収額の75％分は普通交付税で

措置されることとなります」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第１号核兵器禁止条約の日本政府

の署名と批准を求める意見書の提出に関する請

願を議題とし、担当書記による請願文書朗読後、

審査に入りましたが、質疑もなく、自由討議に

入りました。 

  自由討議の内容を申しあげます。 

  委員より「日本は唯一の被爆国であり、率先

して核兵器のない世界をつくっていくことが、

日本に与えられた使命だと思う。国連で採択さ

れていることから、日本も批准することが求め

られていると思う」。 

  委員より「本市は平和都市宣言をし、平和へ

の態度を表明している状況を鑑みれば、核兵器

というのは恐ろしいものだとして、この請願書

をぜひ採択すべきと考える」との意見がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 

  請願第１号が採択すべきものと決しましたの

で、請願第１号に係る意見書について、担当書

記による意見書案朗読後、審査に入りましたが、

質疑、意見等もなく、討論を終結し、採決の結

果、賛成多数をもって意見書案のとおり議会案

を提出するものと決しました。 

  次に、請願第２号政府に対して「森友学園」、

「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に

対する説明責任を果たすよう求める意見書の提

出に関する請願を議題とし、担当書記による請

願文書朗読後、審査に入りましたが、質疑もな

く自由討議に入りました。 

  自由討議の主な内容を申しあげます。 

  委員より「請願趣旨の初めに書かれていると

おり、真相究明と国民に対する説明責任が果た

されていないことが、世論調査で相当出ている。

本当かどうかわからない部分をきっちり調べて

ほしいということのあらわれなので、この請願

は願意妥当だと思う」。 

  委員より「世論調査の結果からも、森友、加

計問題というのは誰しもが納得できないことだ

ろうと理解している。本人の証人喚問などを行

う中で、みずからが明らかにしていくというこ

とが本当の姿だと思うし、ましてや関係省庁の

記録が直されて、それを国会に提出するという

ことはとんでもないことである。地方議会から

こうした意見を上げていくのは、まさに願意妥

当だと思う」との意見がありました。 

  委員より「真相究明は必要だと思うが、この

請願書が提出されてから、今も国会でいろいろ

と議論されている。現状を見定めながら、必要

なときにしっかり意見書として提出すべきだと

思う。また、いまだ改ざんの原因究明はされて

おらず、本当かどうかわからない文書を載せた

まま意見書を提出していいのかとの考えから、

継続審査を要望する」として、請願第２号に対

し、閉会中における継続審査とすることの動議

が提出されたことから、採決を行い、採決の結

果、賛成少数をもって閉会中における継続審査

としないものと決しました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 
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  請願第２号が採択すべきものと決しましたの

で、請願第２号に係る意見書について、担当書

記による意見書案朗読後、審査に入りましたが、

質疑、意見等もなく、討論を終結し、採決の結

果、賛成多数をもって意見書案のとおり議会案

を提出するものと決しました。 

  次に、請願第３号種子法廃止に伴う万全の対

策を求める請願を議題とし、担当書記による請

願文書朗読後、審査に入りましたが、質疑、意

見等もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案のとおり採択すべきものと決

しました。 

  請願第３号が採択すべきものと決しましたの

で、請願第３号に係る意見書について、担当書

記による意見書案朗読後、審査に入りましたが、

質疑、意見等もなく、討論を終結し、採決の結

果、賛成多数をもって意見書案のとおり議会案

を提出するものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第15、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 請願第２号の政府に対して「森

友学園」、「加計学園」疑惑の速やかな真相究明

と国民に対する説明責任を果たすよう求める意

見書の提出に関する請願の自由討議について、

継続審査とすべきというふうな意見が出された

ということで、今委員長の御報告をいただきま

したけれども、１点だけちょっと御質問させて

いただきたいと思います。 

  中身は、その財務省の調査等がまだ明らかに

なっていないところで、この請願を賛否すべき

でなく、継続審査すべきというふうなことだっ

たんですけれども、その趣旨というのは、この

願意というのは速やかな真相究明と説明責任を

果たすよう求めているこの請願であって、この

継続審査というふうなことを鑑みれば、むしろ

反対というふうな意見ではなかったのかと思う

んですけれども、反対意見ではなかったんでし

ょうか。 

○内藤 明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 報告いたしまし

たとおり、継続審査という動議でありました。

反対という内容の意見、動議ではありません。 

○内藤 明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 反対でなければ、その継続審査

の動議のその理由というものは、ちょっと私か

らすれば理解できないんですけれども、その辺

の議論はなされなかったんでしょうか。 

○内藤 明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 報告した内容の

とおりであり、その他の意見等はありませんで

した。 

○内藤 明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、請願第２号を除く議第38号寒河江市

特別職に属する者の給与等に関する条例の一部

改正について、議第39号寒河江市都市公園条例

の一部改正について、議第40号市道路線の認定

について、議第41号寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について、議第42号寒河江市先端設備等導入促

進基本計画に基づく固定資産税課税標準の特例

措置に関する条例の制定について、請願第１号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求め

る意見書の提出に関する請願、請願第３号種子
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法廃止に伴う万全の対策を求める請願の７案件

を一括して採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも可決及び採択であります。 

  ７案件は、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第38号、議第39号、議第40号、議

第41号、議第42号、請願第１号及び請願第３号

は原案のとおり可決及び採択されました。 

  次に、請願第２号政府に対して「森友学園」、

「加計学園」疑惑の速やかな真相究明と国民に

対する説明責任を果たすよう求める意見書の提

出に関する請願について、起立により採決いた

します。 

   〔古沢清志議員、佐藤耕治議員、伊藤正彦

議員、阿部 清議員、國井輝明議員、杉

沼孝司議員、木村寿太郎議員 退席〕 

  本案に対する委員長報告は採択であります。 

  本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、請願第２号は採択することに決しま

した。 

   〔古沢清志議員、佐藤耕治議員、伊藤正彦

議員、阿部 清議員、國井輝明議員、杉

沼孝司議員、木村寿太郎議員 着席〕 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第16、議会案第３号

核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求め

る意見書の提出についてから、日程第18、議会

案第５号種子法廃止に伴う万全の対策を求める

意見書の提出についてまでの３案件を一括議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第19、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第３号

から議会案第５号までについては、会議規則第

37条第３項の規定により議案説明を省略したい

と思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明を省略することに決しまし

た。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第20、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議会案第３号について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議会案第４号について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議会案第５号について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議会案第３号核兵器禁止条約の日

本政府の署名と批准を求める意見書の提出につ

いてを起立により採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の議

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 
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  よって、議会案第３号は原案のとおり可決さ

れました。 

  次に、議会案第４号「森友学園」、「加計学

園」疑惑の速やかな真相究明と国民に対する説

明責任を果たすよう求める意見書の提出につい

てを起立により採決いたします。 

   〔古沢清志議員、佐藤耕治議員、伊藤正彦

議員、阿部 清議員、國井輝明議員、杉

沼孝司議員、木村寿太郎議員 退席〕 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の議

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議会案第４号は原案のとおり可決さ

れました。 

   〔古沢清志議員、佐藤耕治議員、伊藤正彦

議員、阿部 清議員、國井輝明議員、杉

沼孝司議員、木村寿太郎議員 着席〕 

  次に、議会案第５号種子法廃止に伴う万全の

対策を求める意見書の提出についてを起立によ

り採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに賛成の議

員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議会案第５号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

   閉    会    午前１０時２７分 

 

○内藤 明議長 これにて平成30年第２回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 


